
ノッカルあさひまち

地域コミュニティ内の想いをデジタルによって“つなぐ”

住民同士が助け合う仕組み→失われつつある地域コミュニティを再価値化

地域コミュニティ
昔からある「ついで送迎」

ついでだから一緒に乗っていってよ！！！

地域の
ノッカルドライバー

マイカーあり
お出かけ予定あり

地域の
ノッカル利用者

お出かけしたいけど…
マイカーなし

同じ方向だから一緒に行ければなぁ…

「ついでに乗ってく？」

普段の車での移動を活用した公共交通サービス

ノッカルを通じて外出促進／健康増進 +域内交流の活性化

〈町自体が元気になる→元気な町には人が集まる〉という好循環
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土台にある助け合いの気持ち、みんなで拡げるノッカルの輪

病院やスーパーなどエッセンシャルな施設への移動需要だけでなく、

温浴施設やコミュニティカフェ、「行きたいけど人に頼みづらかった」潜在的移動ニーズを掘り起こし、

住民自身が使いやすい形に応用し始めている。

（ドライバー）

世代を超えた交流が

魅力的です。

（利用者）

ドライバーとの会話も

楽しみにしてます。

（利用者）

友人との外出が

増えました。

（ドライバー）

日常の付き合いも

深まりました。

《健康のために毎週ノッカルでプールへ》

ご近所さんがドライバーで安心。

定期的に運動できて健康づくりになってます。

最近は友達と乗り合ってカフェにも行ってます。

《家が離れた友人と２人で毎週買い物へ》

行きは別々の場所からバスで向かい、

買い物を楽しんで一緒にノッカルで帰ります。

乗合割引があるから続けやすいです。

QoLが向上

生活者プラットフォームを整備することで

住民が自ら考えて課題を解決するツールになりつつある！


